


（２）

　
こ
こ
数
年
の
間
に
全
国
の
一
部

の
市
町
村
に
お
い
て
、
虚
偽
の
戸

籍
届
出
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

本
人
の
知
ら
な
い
間
に
戸
籍
上
婚

姻
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
、
住
民
の
中

に
被
害
を
受
け
た
方
や
精
神
的
な

苦
痛
を
受
け
た
家
族
が
あ
り
、
ま

た
、
戸
籍
制
度
に
対
す
る
不
安
も

広
が
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
事
件
発
生
を
未
然

に
防
止
し
、
戸
籍
制
度
に
対
す
る

信
頼
を
確
保
す
る
よ
う
、
忍
野
村

で
は
、
戸
籍
の
届
出
時
に
届
出
書

を
持
参
し
た
方
に
つ
い
て
、
身
分

証
明
書
等
を
提
示
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
本
人
確
認
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
平
成
15
年
８

月
本
格
稼
働
）
に
係
る
申
請
に
つ

い
て
も
、
第
三
者
に
よ
る
虚
偽
申

請
の
防
止
と
村
民
皆
様
の
個
人
情

報
を
保
護
す
る
た
め
、
戸
籍
届
出

と
同
様
に
本
人
確
認
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
戸
籍
届
出
に
つ
い
て
は
届
出
書

を
持
参
し
た
方
、
住
基
ネ
ッ
ト
に

関
す
る
申
請
に
つ
い
て
は
申
請
者

本
人
に
つ
い
て
下
記
の
方
法
で
本

人
確
認
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

（
但
し
、
戸
籍
に
つ
い
て
は
休
日

・
夜
間
の
届
出
を
除
き
ま
す
）
窓

口
に
お
い
で
に
な
る
村
民
の
皆
さ

ん
に
は
ご
負
担
を
お
掛
け
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

－届出窓口での本人確認開始のお知らせ－�

婚姻届、協議離婚届、養子縁組届、養子離縁届、

認知、氏変更、名変更、親権者指定、国籍選択、

入籍、分籍、転籍等　合計20の戸籍届出�

（平成16年1月1日より実施）�

・運転免許証、パスポート、外国人登録証明書、
　住基カード、身体障害者手帳、学生証など写真
　が貼付されている身分の証明できるもの�
・届出人の委任状�
・第三者による面識�

・運転免許証、パスポート、身体障害者手帳、学

　生証など写真が貼付されている身分の証明でき

　るもの�

・第三者による面識�

・運転免許証、パスポート、住基カード、身体障

　害者手帳、学生証など写真が貼付されている身

　分の証明できるもの�

・第三者による面識�

住民基本台帳カードの交付申請�

広域交付住民票の申請�

【身分証明書等の必要な届出】� 【身分証明書等】�

※注　意�

　戸籍届出については上記の身分証明書等を持っていない方でも届出はできます。戸籍については、本人確認が出来ないこ

とにより届出の受理を拒否するわけではありません。身分証明書がない場合でも受付できます。�

　忍野村役場    住民課    戸籍住基係　�
　ＴＥＬ．０５５５－８４－３１１１�
　　　　　　　　　　（内線２６１）�

■お問い合わせ�
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あなたのごみ減量の取り組みを宣言しましょう！�

=ごみ減量化県民運動=

　
い
ま
、
ゴ
ミ
の
量
は
増
え
続
け
、

県
内
で
一
年
間
に
出
さ
れ
る
ゴ
ミ

の
量
は
約
32
万
９
千
ト
ン
。

　
一
般
的
な
ご
み
収
集
車
約
16
万

台
分
！
※ 

に
も
な
り
ま
す
。
私
た

ち
は
、こ
の
ご
み
の
最
終
処
分（
埋

め
立
て
）
の
大
部
分
を
、
県
外
の

人
々
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
受
け

入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
は
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
主
役
で
す
。
決
し
て
難

し
く
な
ん
か
あ
り
ま
せ
ん
。
暮
ら

し
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け

を
続
け
れ
ば
、
生
活
の
ム
ダ
と
一

緒
に
ご
み
が
減
り
、
環
境
と
あ
な

た
の
お
財
布
に
や
さ
し
い
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
県
と
忍
野
村
で
は
、
関
係
団
体

の
協
力
の
も
と
、
村
民
、
事
業
者

の
皆
さ
ん
の
ご
み
減
量
に
向
け
た

「
や
ま
な
し
エ
コ
ラ
イ
フ
宣
言
」

の
登
録
を
呼
び
か
か
え
て
い
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

か
ら
、
村
民
、
事
業
者
自
ら
が
「
で
き
る
こ
と
」
、

「
す
で
に
行
っ
て
い
る
こ
と
」
を
選
択
し
、
そ
の
実

践
を
社
会
に
向
け
て
宣
言
、
登
録
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。
登
録
さ
れ
た
宣
言
者
の
数
や
事
業
者
の
取

り
組
み
内
容
な
ど
は
継
続
的
に
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
応
じ
、
で
き
る
こ
と
か
ら

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
あ
ら
た
め
て
、

毎
日
の
暮
ら
し
を
振
り
返
り
な
が
ら
家
庭
や
地
域
、

職
場
な
ど
で
ご
み
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
ご
み
の
減

量
を
宣
言
、
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
活
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
始
め
る
方
、
皆
さ

ん
の
エ
コ
ラ
イ
フ
宣
言
が
大
き
な
流
れ
と
な
り
、
ご

み
減
量
の
環（
わ
）を
全
県
に
広
げ
て
い
き
ま
す
。

や
ま
な
し�

　
エ
コ
ラ
イ
フ
宣
言�

　
　
　
　
　
　
と
は
・・・�

忍
野
村
役
場
　
地
域
振
興
課�

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
５
５
５
・
８
４
・
３
１
１
１（
代
）�

■
お
問
い
合
わ
せ
先�

※
積
載
量
２
ｔ
で
換
算
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保   健    師�
日　　  記�

《にんにくの効用》�
　においの成分アリシンの殺菌作用
は、かぜのウイルスや胃潰瘍の原因
になるピロリ菌を撃退します。�
　加熱した時に生成されるアホエン
が動脈硬化を強力に予防し、血圧を
正常に保ちます。�
　また、アリシンがビタミンＢ１と
結合し疲労回復や精力を増強させ、
鉄の吸収を助け貧血を予防します。�
［注意］�
　食べ過ぎると胃をあらすので、１
日２片以内を目安に！�

検
診
結
果
に
よ
り
も
う
一
度
詳
し
い

検
査
（
精
密
検
査
）
が
必
要
な
方
へ�

　
も
う
受
け
ま
し
た
か
？

　
検
診
結
果
で
、
精
密
検
査
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
方
に
は
、
す
で
に
結
果
が

郵
送
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
以
前

は
『
検
診
の
結
果
説
明
会
』
に
来
て
頂

い
て
お
渡
し
し
て
い
ま
し
た
が
、
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
精
密
検
査
を
受
け

て
い
た
だ
く
為
に
郵
送
し
ま
し
た
。

「
精
密
検
査
が
必
要
」
と
い
う
こ
と
で
、

と
て
も
不
安
に
な
る
方
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
即
病
気
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
「
も
う
一
度
詳
し
い
検
査
が
必
要
」

と
い
う
お
知
ら
せ
で
す
。

□
受
け
方

　
精
密
検
査
が
で
き
る
医
療
機
関
を
下

記
の
表
に
て
確
認
し
、
検
診
結
果
を
持

参
の
上
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
検
査
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

※
な
お
、
精
密
検
査
の
費
用
は
、
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

�

　　平
成
13
年
11
月
の
予
防
接
種
法
の
改
正

に
よ
り
65
歳
以
上
の
高
齢
者
等
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
、
接
種
料
の

一
部
を
負
担
す
る
だ
け
で
接
種
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
『
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
（
啓

発
資
料
）
』
を
必
ず
読
み
、
決
め
ら
れ

た
医
療
機
関
（
病
院
）
に
予
約
し
て
保

険
証
・
予
診
票
を
持
っ
て
行
っ
て
下
さ

い
。

　
詳
細
は
、
既
に
郵
送
さ
れ
て
い
る
個

人
通
知
を
ご
覧
下
さ
い
。

���������������������������

□
接
種
期
間�

　
平
成
15
年
10
月
１
日

　
　
　
　
〜
平
成
15
年
12
月
20
日

□
お
問
い
合
わ
せ
先�

　
忍
野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
福
祉
保
健
課

　
℡
０
５
５
５
・
８
４
・
７
７
９
５
　

●
乳
児
健
康
診
査

（
平
成
14
年
11
月
・
平
成
15
年
４
・
７
月

　
後
半
生
ま
れ
）
　
　
　
　
　
　
　
２
日

（
平
成
14
年
12
月
・
平
成
15
年
５
・
８
月

　
前
半
生
ま
れ
）
　
　
　
　
　
　
　
９
日

●
三
歳
児
健
康
診
査
　
　

（
平
成
12
年
８
・
９
月
生
ま
れ
）
　
４
日

●
妊
婦
教
室 

①
・
②
・
③

（
平
成
16
年
４
・
５
・
６
月
出
産
予
定
の

　
方
）
　
　
　
　
　
　
　
５
・
12
・
17
日

●
リ
ハ
ビ
リ
教
室
　
　
　
　
　
10
・
24
日

●
出
張
健
康
相
談
及
び
い
き
い
き

　
健
康
教
室
　
　
　
　
（
忍
草
）
　
12
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
野
）
　
19
日

●
母
子
健
康
手
帳
交
付
及
び
村
民
な
ん
で

　
も
健
康
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
１
・
８
・
15
・
22
日

●
ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
１
・
８
・
15
・
22
日

●
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
　
　
　
16
日

●
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
　
　
　
　
　
　
18
日

★ 

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー(

　
月
）
★�

12

●
乳
児
健
康
診
査

（
平
成
14
年
12
月
・
平
成
15
年
５
・
８
月

　
後
半
生
ま
れ
）
　
　
　
　
　
　
　
６
日

（
平
成
15
年
１
・
６
・
９
月
前
半
生
ま
れ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
20
日

●
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査
　
　

（
平
成
14
年
５
・
６
月
生
ま
れ
）
　
８
日

●
２
歳
児
歯
科
検
診
と
健
康
相
談
　
　

（
Ⅰ
期
・
平
成
13
年
11
・
12
月
生
ま
れ
）

（
Ⅱ
期
・
平
成
13
年
５
・
６
月
生
ま
れ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
22
日

●
育
児
教
室 

①
・
②

（
平
成
15
年
７
・
８
・
９
月
生
ま
れ
の
親

　
子
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
・
15
日

●
リ
ハ
ビ
リ
教
室
　
　
　
　
　
14
・
28
日

●
出
張
健
康
相
談
及
び
い
き
い
き

　
健
康
教
室
　
　
　
　
（
忍
草
）
　
16
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
野
）
　
23
日

●
母
子
健
康
手
帳
交
付
及
び
村
民
な
ん
で

　
も
健
康
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
・
19
・
26
日

●
ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
・
19
・
26
日

★ 

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー(

　
月
）
★�

１�

ま
も
な
く
接
種
期
間
が
終
わ
り
ま
す
。�

天野医院�
奥脇外科医院�
富士吉田市立病院�
よねやまクリニック�
山梨赤十字病院�
皆春堂田辺医院�
高橋外科医院�
しまだ医院�
さくら医院�
トモエ医院�
宮下医院（河口湖町)�
クリニック小林�
新西原クリニック�
角田医院�
外川医院�
三浦医院�
渡辺クリニック�
勝山診療所�
宮下医院（富士吉田市)
富士の森クリニック�
保坂内科クリニック�
鈴木内科クリニック�

富士吉田市下吉田390�
富士吉田市下吉田859�
富士吉田市上吉田6530�
富士吉田市下吉田1946-5�
富士河口湖町船津6663-1�
富士吉田市下吉田417�
富士吉田市上吉田3626-8�
西桂町小沼1710�
富士吉田市新西原2-9-12�
富士吉田市上吉田2-10-22�
富士河口湖町船津1500�
富士吉田市松山5-11-6�
富士吉田市上吉田4259-2�
富士吉田市下吉田791�
富士河口湖町船津3425�
忍野村内野4802�
富士河口湖町船津1501-3�
富士河口湖町勝山4575-10�
富士吉田市大明見295�
富士吉田市上吉田7-12-14�
富士吉田市下吉田1773�
富士吉田市旭5-1-38

２２－４８００�
２２－０１２９�
２２－４１１１�
３０－０２３８�
７２－２２２２�
２２－０１４０�
２２－５２００�
２５－２３８８�
３０－０１６８�
２２－０５８９�
７２－０３２０�
２４－５５８５�
２４－９９１１�
２４－３８８３�
７２－０７６６�
８４－２０４０�
７３－３０００�
２０－９３３３�
２２－５６８７�
３０－５５２２�
２２－５０７０�
３０－００１６�

○�
○�
○�
○
○�
○�
○�
○�
○
○�
○�
○�
○�
○�
○�
×�
○�
○�
○�
○
×
×�

○�
○�
○�
○
○�
○�
○�
○�
○
○�
○�
○�
×�
×�
×�
○�
○�
×�
○�
×
○
×�

○�
○�
○�
○
○�
○�
×�
○�
×�
×�
×�
×�
○�
×�
×�
×�
○�
×�
○�
×
×
×�

○�
○�
○�
○
○�
○�
×�
×�
○
×
×
×
×
×
×�
×�
×
×�
○�
×
×
○�

医  療  機  関  名� 電  話  番  号� 胃� 肝臓�大腸� 肺� 住　　　　　　　　所�

【胃・肝臓・大腸・肺ガン検診精密検査医療機関】�（平成15年5月末現在)

（順不同)※精密検査は、できるだけ早く受けましょう。（１カ月以内)
（直）

  

早
め
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ�

　  

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う�
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●高齢者の介護に関する相談は、下記までご連絡下さい。●�

忍野村在宅介護支援センター（忍野村保健福祉センター内）   TEL20－5211（直通）�

（５）

●高齢者の介護に関する相談は、下記までご連絡下さい。●�

忍野村在宅介護支援センター（忍野村保健福祉センター内）   TEL20－5211（直通）�

　
今
月
は
、
福
祉
用
具
の
貸
与

（
レ
ン
タ
ル
）
・
購
入
費
の
支

給
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　　
福
祉
用
具
は
、
身
体
の
不
自

由
な
お
年
寄
り
や
障
害
を
持
っ

た
方
た
ち
が
活
動
範
囲
を
広
げ
、

自
立
し
た
生
活
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

福
祉
用
具
を
目
的
に
合
わ
せ
て

利
用
す
れ
ば
、
加
齢
や
障
害
に

よ
る
身
体
機
能
の
衰
え
や
低
下

を
補
っ
た
り
、
介
護
者
の
負
担

を
軽
く
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
自
分
の
状
態
や
住
環
境
に
合

っ
た
福
祉
用
具
を
上
手
に
利
用

し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

※
貸
与
（
レ
ン
タ
ル
）
、
購
入

の
際
は
手
続
き
が
必
要
と
な
る

の
で
、
担
当
の
介
護
支
援
専
門

員
（
ケ
ア
マ
ネ
）
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

■福祉用具の貸与�
どんなときに？�

�
●便利な介護用具があるといい�

●介護を受けやすい住まいの環境にしたい�

　心身の機能が低下した高齢
者に、日常生活の自立を助け
る用具や機能訓練に用いるた
めの福祉用具を貸し出します。�

●費用のめやす�

用具の種類によりレンタル費用の１割が利用者負担�

対象となる用具�

●車いす�
●車いす付属品（クッシ
　ョン、電気補助装置な
　ど）�
●特殊寝台�
●特殊寝台付属品（サイ
　ドレール、マットなど）�
●じょくそう予防用具�
（エアーマットなど）�
●体位変換器�

●手すり（据え置き型な
　ど工事を伴わないもの）
●スロープ（工事を伴わ
　ないもの）�
●歩行器�
●歩行補助つえ�
●痴ほう性老人徘徊感知
　機器�
●移動用リフト（つり具
　部分を除く）�

はいかい�

変わりました�
平成15年４月から以下の５つが給付対象に追加されました。�
●入浴用リフト（垂直移動のみのもの）、段差解消機（段差解消リフト）、�
　立ち上がり用いす　●スライディングボード　●六輪歩行器�

■福祉用具購入費の支給�
どんなときに？�

�
●入浴やトイレで使う福祉用具がほしい�

　排泄や入浴に使われる貸与になじまな
い福祉用具の購入費を支給します。要介
護状態区分にかかわらず、年間10万円を
上限に、福祉用具の購入費を支給します。�

●費用のめやす�

対象となる用具�

●腰掛け便座�

●入浴補助用具�

●移動用リフトのつり具

●特殊尿器�

●簡易浴槽�　用具の種類により購入費の１割が利用者負担とな
ります。ただし、いったん利用者が全額を負担し、領
収書などを添えて市区町村に申請すると、10万円
の限度額内で保険給付分（費用の９割）があとから支
給されます。�



（６）

　
12
月
14
日
㈰
午
後
２
時
か
ら
、
村
民

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
が

あ
り
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
が
入
場

に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。
整
理
券
は

12
月
２
日
㈫
か
ら
お
し
の
図
書
館
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
定
員
は
３
５
０
名

で
す
が
、
整
理
券
が
な
い
と
入
場
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

���

築
地
ま
る
か
じ
り�

　
　
　
　
　  

毎
日
新
聞
社 

編

　
新
鮮
な
食
材
が
世
界
各
地
か

ら
集
ま
る
築
地
市
場
。
安
い
・

う
ま
い
を
求
め
て
プ
ロ
か
ら
観

光
客
ま
で
集
ま
る
築
地
。
年
末

の
買
い
出
し
と
食
べ
ま
く
り
に

お
す
す
め
の
１
冊
。�

さ
ら
ば
外
務
省�
 

天
木
直
人
（
あ
ま
き
・
な
お
と
） 

著

　
著
者
は
対
イ
ラ
ク
戦
争
に
反

対
し
、
外
務
省
を
追
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
前
駐
レ
バ
ノ
ン
大

使
。
キ
ャ
リ
ア
官
僚
が
自
分
の

首
と
引
き
替
え
に
す
べ
て
を
書

い
た
驚
愕
の
書
。
自
ら
信
ず
る

外
交
と
組
織
が
強
要
す
る
外
交
、

ど
ち
ら
が
是
か
。�

�

ヤ
ク
ザ
・
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン�

　 
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ル
フ
ォ
ー
ド 

著 �
　
優
良
企
業
の
足
を
引
っ
張
る

ゾ
ン
ビ
企
業
、
イ
ン
チ
キ
銀
行

ペ
テ
ン
師
政
治
家
と
官
僚
を
一

掃
し
な
け
れ
ば
、
日
本
は
「
さ

ら
に
失
わ
れ
る
10
年
」
を
続
け

る
こ
と
に
な
る
と
、
著
者
は
説

く
。
欧
米
か
ら
見
た
本
当
の
日

本
の
姿
と
は
。�

�

ベ
ッ
カ
ム
・
マ
イ
・
サ
イ
ド�

 

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ベ
ッ
カ
ム  

著�
　
世
界
的
な
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
り
、
家
族
を

こ
よ
な
く
愛
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
界
を
リ
ー
ド
す
る
ス
タ
ー
ベ

ッ
カ
ム
が
語
る
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
か
ら
マ
ド
リ
ッ
ド
ま
で
。�

�

行
列
の
で
き
る
法
律
相
談
書�

　  

行
列
の
で
き
る
法
律
相
談
所  

編�

　
隕
石
の
所
有
権
か
ら
お
墓
の

日
照
権
ま
で
、
森
羅
万
象
、
人

生
全
般
に
渡
る
難
問
難
題
に
、

史
上
最
強
の
弁
護
士
軍
団
が
誠

実
か
つ
わ
か
り
や
す
く
回
答
。

知
っ
て
得
す
る
ウ
ン
チ
ク
が
身

に
付
く
、
超
お
役
立
ち
の
１
冊
。�

�

現
代
老
後
の
基
礎
知
識�

  

井
脇
祐
人
（
い
わ
き
・
ゆ
う
と
）
著       �

  

水
木
　
楊
（
み
ず
き
・
よ
う
）
　
著�

　
定
年
後
の
再
就
職
の
あ
て
が

外
れ
、
老
後
の
計
画
も
な
く
、

給
料
を
失
っ
た
定
年
後
の
生
活

は
ど
う
な
る
の
か
。
小
寺
氏
と

い
う
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
想
定
し

て
の
老
後
の
為
の
基
礎
。�

����

冒
険
の
は
じ
ま
り
し
と
き�

〜
女
騎
士
ア
ラ
ン
ナ
〜�

　
　
　  

タ
モ
ラ
・
ピ
ア
ス 

作

　
双
子
の
兄
と
入
れ
替
わ
り
、

過
酷
な
騎
士
へ
の
道
を
選
ん
だ

少
女
ア
ラ
ン
ナ
。
た
ぐ
い
ま
れ

な
魔
力
と
負
け
ず
嫌
い
の
闘
志

を
胸
に
秘
め
、
ア
ラ
ン
ナ
の
魔

法
と
冒
険
の
旅
が
始
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
小
学
校
高
学
年
〜�

�

オ
レ
ン
ジ
ガ
ー
ル�

　  

ヨ
ー
ス
タ
イ
ン
・
ゴ
ル
デ
ル 

著

　
僕
が
４
歳
の
時
に
死
ん
だ
父

の
手
紙
が
、
11
年
後
見
つ
か
っ

た
。
死
ん
だ
父
が
僕
に
残
し
た

の
は
、
「
い
の
ち
」
に
つ
い
て

の
ビ
ッ
グ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
。

僕
は
そ
の
答
え
を
出
す
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
生
〜

ハ
ッ
ピ
ー
ク
リ
ス
マ
ス�

お
た
の
し
み
ク
リ
ス
マ
ス
会�

が
あ
り
ま
す
。�

◇
ク
リ
ス
マ
ス
会
の�

　
　
　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム�

●
日
本
と
世
界
の�

　
　
　
　
む
か
し
ば
な
し�

●
大
型
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー�

●
お
ば
け
の�

　
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー�

●
楽
し
い
手
あ
そ
び�

●
小
学
生
の
マ
ー
チ
ン
グ�

　
　
　
　
バ
ン
ド
な
ど
な
ど�

（
当
日
は
、
お
楽
し
み
抽
選

　
も
あ
り
ま
す
）�

　
新
年
の
１
月
９
日
㈮
に
、
大
型

か
る
た
大
会
が
あ
り
ま
す
。
幼
児

か
ら
小
学
生
ま
で
、
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
図
書

館
で
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

月
の
休
館
日�

　
年
末
年
始
の
休
館
（
12
月
は

25
日
ま
で
開
館
。
新
年
は
１
月

６
日
か
ら
で
す
）

　
毎
週
月
曜
日
は
休
館
で
す
。
月

曜
が
祝
日
の
時
は
火
曜
日
も
休
館

と
な
り
ま
す
。
12
月
１
日
・
８

日
・
15
日
・
22
日
・
23
日
・
26

日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
休
館
。
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Vol.7
進めよう男女共同参画社会へ

シリーズ男女共同参画�
忍野ハーモニープラン�

Q Q
Q
Q Q

Q

Q

Q

（７）

�
♪
わ
れ
〜
は
湖
（
う
み
）
の
子
　
さ
す
ら
い
の
〜
♪  

で
始
ま
る
琵
琶

湖
周
航
の
歌
、
大
正
４
年
20
才
で
原
曲
を
作
っ
た
吉
田
千
秋
、
２
年
後
20

才
で
詞
を
つ
け
た
小
口
太
郎
、
そ
の
二
人
の
ロ
マ
ン
を
彷
彿
さ
せ
る
夢
の

よ
う
な
琵
琶
湖
が
目
の
前
に
広
が
り
ま
す
。
滋
賀
県
の
湖
都
、
大
津
市
。

こ
の
地
で
第
20
回
日
本
女
性
会
議
２
０
０
３
お
お
つ
が
10
月
17
、
18
日
の

両
日
開
催
さ
れ
て
、
全
国
か
ら
４
、
６
０
０
名
の
応
募
の
中
よ
り
３
、
５

０
０
名
が
参
加
で
き
ま
し
た
。
忍
野
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
の

４
名
も
そ
こ
に
い
ま
し
た
。
び
わ
湖
ホ
ー
ル
を
メ
イ
ン
会
場
に
式
典
が
始

ま
り
ま
し
た
。
逢
坂
小
学
校
の
女
性
校
長
、
西
田
淑
美
実
行
委
員
長
は
女

性
だ
け
で
変
革
す
る
時
代
は
終
わ
り
を
告
げ
た
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
し

な
や
か
に
、
し
た
た
か
に
、
と
実
り
あ
る
議
論
に
期
待
し
ま
し
た
。

　　
そ
の
後
、
元
文
部
大
臣
で
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
女
性
初
の
旭
日
大
綬
章

を
受
章
さ
れ
た
赤
松
良
子
さ
ん
（
74
）
の
「
平
等
と
平
和
の
世
紀
を
目
ざ

し
て
」
と
題
し
た
基
調
講
演
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
赤
松
さ
ん
は
一
貫

し
て
女
性
の
地
位
向
上
に
努
め
ら
れ
た
方
で
す
。
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

に
も
深
く
携
わ
り
、
悪
戦
苦
闘
の
末
、
昭
和
61
年
に
こ
れ
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
内
容
は
不
十
分
で
あ
っ
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
思
い
は
後

輩
に
託
さ
れ
、
平
成
11
年
に
同
法
は
改
正
さ
れ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

こ
の
模
様
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
「
女
た
ち
の
10
年
戦
争
〜
」
と

し
て
２
０
０
０
年
12
月
に
オ
ン
エ
ア
ー
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
は
戦

後
の
平
和
の
中
で
男
女
平
等
が
進
ん
だ
こ
と
を
大
事
に
し
、
決
し
て
後
戻

り
は
い
け
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。
更
に
物
事
を
決
め
る
場
面
で
の
女
性
の

割
合
は
少
な
い
、
女
性
は
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と

力
説
し
、
会
場
を
熱
気
に
包
み
こ
み
ま
し
た
。

　　
翌
18
日
は
13
の
分
科
会
か
ら
始
ま
り
、推
進
委
員
が
参
加
し
た「
子
育
て
」

は
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が
詰
め
掛
け
、
子
ど
も
達
の
間
で
大
変
深
刻
な
問

題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
次
第
で
す
。
午
後
か
ら
は
、

か
わ
い
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
落
語
家
？
作
家
で
住
職
の
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん

の
登
場
、
「
平
和
と
命
の
大
切
さ
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
を
し
、
大
い

に
熱
弁
を
振
る
い
、
会
場
を
笑
い
と
涙
の
嵐
に
巻
き
込
み
ま
し
た
。
寂
聴

さ
ん
は
婦
人
運
動
で
大
活
躍
し
た
平
塚
ら
い
て
う
が
、
明
治
44
年
に
女
性

だ
け
の
手
に
よ
り
創
刊
し
た
文
芸
誌
、
「
青
鞜
（
せ
い
と
う
）
」
に
ふ
れ
、

女
性
に
対
す
る
因
習
を
打
ち
破
る
為
、
尽
力
し
た
こ
と
を
紹
介
し
、
大
い

に
賛
辞
し
た
。
ま
た
、
戦
争
や
男
性
中
心
の
社
会
を
痛
烈
に
批
判
し
て
、

女
は
命
と
い
う
の
が
肌
で
わ
か
り
、
女
性
の
能
力
と
底
力
を
心
か
ら
た
た

え
ま
し
た
。
そ
し
て
女
は
視
点
が
近
く
、
男
は
ず
っ
〜
と
先
を
見
て
い
て
、

女
は
こ
れ
を
利
用
す
べ
き
だ
と
奮
起
を
促
し
ま
し
た
。

　
女
性
会
議
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
が
、
三
年
間
準
備
に
明
け
暮
れ
た
２
２

６
名
の
実
行
委
員
の
皆
様
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
２
８
０
名

の
皆
様
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た
、
初
日
の
夜
１
、
３
０
０
名

の
交
流
会
の
宴
で
宮
本
武
蔵
の
扮
装
で
地
元
を
Ｐ
Ｒ
し
た
下
関
の
江
島
潔

市
長
、
大
声
で
観
客
案
内
を
し
て
い
た
四
期
目
の
沢
田
享
子
滋
賀
県
議
、

そ
の
姿
は
忘
れ
ま
せ
ん
！
。

　
夕
日
を
浴
び
て
あ
た
た
か
く
輝
く
琵
琶
湖
を
後
に
す
る
の
が
実
に
つ
ら

く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
、
こ
ん
な
気
持
ち
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
♪
は
か
〜
な
い
恋
に
　
泣
く
と
か
や
〜
♪
　

琵
琶
湖
で
心
の
遊
覧
旅
行�

シンボルマーク�

忍
野
村  

総
務
課  

男
女
共
同
参
画
事
業
担
当�

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
５
５
５
・
８
４
・
３
１
１
１（
代
）�

忍
野
村
の
男
女
共
同
参
画
事
業
に
関
す
る
ご
意
見
、ご
質
問
は�

企
画
／
編
集
　
忍
野
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会� （81）


